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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

システム科学ⅡＤ 必修（経営） ２ ２ 三品 勉 

授
業
の
目
標 

３セメスター以降から本格的に学ぶ各専門科目を概説し、経営システム工学の体系を紹介する。

またシステム科学Ⅰで学習した基本的な考え方・方法論が、経営の意思決定問題にどのように応用

されるかについて、特に企業の企画・計画に関する諸問題を中心に平易に解説する。また現在は企

業を取り巻く環境の変化が激しいが、システム工学的な対応の仕方はどの様なものであるかについ

ても述べる。 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

１．経営システム工学の概要 

（１）経営システム工学科で学ぶこと 

（２）経営に関するシステム工学的アプローチについて 

   （a）基本的考え方・手順 

   （b）方法論 

（３）経営意思決定問題とは何か 

     対象とそのアプローチについて、企業各部門での具体例を挙げて説明 

   （a）企業運営資金・利益をだすということ 

   （b）企業のアウトプットとしての商品について 

   （c）設備投資について 

   （d）資材購入と製造について 

   （e）他企業との競争について 

   （f）経営計画について 

   （g）その他 

 

２．経営システム工学におけるパラダイム・シフトと今日的課題 

  価値観、問題のとらえ方、定式化、問題の解き方に関する将来方向について 

（１）企業の国際化と経営システムについて 

（２）コアコンペテンスとしての「ものづくり」について 

（３）ベンチャービジネスについて 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

 出席状況、レポートその他、定期試験により評価する。 

 

テキスト・参考書等 

テキスト：鈴木・三品・黒須著『経営戦略のエンジニアリング・アプローチ』日科技連、2004、￥2,800。

 

履修上の留意点 

 

 

備考 
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

建築環境システム学概論 
選択 

(機械・電子・経営)
２ ２ 

○山田寛次、安原盛彦 

 小林 淳、松本真一 

授
業
の
目
標 

建築学の中で建築、環境、システムがどのように関わっているかを空間、材料、構造、歴史など

を通じて、概要を捉える。 

 

 

 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

生活空間において、建築学がどのような役割を果たし、人間が環境にどのように対応してきたか、

また今後も地球環境と人間社会との間にどのような建築的システムが可能であるかを、概説する。

 

講義内容 

 建築計画、建築材料、建築構造、建築環境の観点から下記の講義を実施する。 

 

（１）人間が自然環境の中に居住空間を作り、さらには都市までを形成していった過程、更に建築

空間の歴史的変遷を考える。 

  ・建築で表現するとは何か 

  ・日本の建築空間の変遷とその見方 

  ・秋田、由利本荘地域の自然とまちづくり 

（２）人間が自然環境の中からどのような素材を得て建築を作り上げていったかを概説すると共

に、資源の有効利用、建築が環境へ与えるライフサイクル負荷について論じる。 

  ・身近な建築材料（仕上げ材料、材料構成） 

  ・建築で使用される構造材料（コンクリート、木質材料、鉄鋼） 

  ・建築におけるシステム、建築と環境問題 

（３）様々な自然現象に対し、人間がどのような技術によって安全な生活空間を確保してきたかを

概説し、今後の構造技術の可能性について論じる。 

  ・建築物と構造様式の進歩 

  ・構造物の力学的特徴 

  ・構造技術の可能性 

（４）建築は、過酷な自然現象の中に、我々の衛生、健康、快適性を確保するためにつくる「(環

境）シェルター」と見ることができる。この考え方を概説し、地球環境時代に求められる環境

性能について論じる。また、コンピュータ支援による環境設計について、今後を展望する。 

・建築環境シェルターとは何か 

・地球環境問題とシェルターの環境性能 

・環境設計におけるコンピュータ支援技術の可能性 

成績評価の方法 

 定期試験、出席状況、レポートを総合的に判断する。 

 

テキスト・参考書等 

 参 考 書：安原盛彦著『地方をデザインするー地方からの発想—』秋田魁新報社 

 プリント：講義によってはプリントを使用する 

履修上の留意点 

 物理学Ⅰ、線形代数、解析学Ⅰを履修していることが望ましい。 

備考 

 

 

２
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

経営システム工学概論 
選択 

(機械・電子・建築)
４ ２ 

○三品 勉、谷内宏行 

嶋崎真仁 

授
業
の
目
標 

企業経営とは何か、経営に係わる諸問題とは何かについて説明し、それらの問題を発見・解決す

る手段としての経営システム工学の考え方・方法論を述べる。企業内代表的部門の諸活動を取り上

げ、部門の目的、関連する問題点、その解決方法等を具体的に解説する。また、全社に関わる意思

決定としての経営戦略を、経営システム工学の枠内で捉える時の考え方を述べる。 

 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

１ 企業の仕組みとその活動を理解する 

 

（１）資金の管理と評価 企業体質評価（三品）  

財務諸表の構造と、それらから得られる情報を駆使した経営分析（経理部 財務部） 

 

（２）他社との競争を考える（三品） 

     経営戦略の策定（企画部） 

 

（３）シーズからニーズへの価値の転換（谷内） 

製品企画 製品開発に必要なこと（研究所 製品開発部） 

［新製品開発発想 技術者倫理］ 

製品試作 量産に必要なこと  （製品製造部） 

［生産システム トヨタ生産方式］ 

 

（４）有効性・効率性を追求した製造・営業活動と情報システムの活用（嶋崎） 

    需要予測 （販売部） 

在庫問題 （製造部 資材部） 

品質管理 （品質管理部） 

 

２ 経営システム工学の応用としての戦略的意思決定方法について理解する（三品） 

 

 

 （実際には、ほとんどの経営問題は各部門にまたがっている。各部門の有機的なつながりにより、

新しい価値が創造できることをよく理解すること。） 

 

成績評価の方法 

 出席状況、レポートその他、定期試験により評価する。 

 

テキスト・参考書等 

 参 考 書：鈴木、三品、黒須『経営戦略のエンジニアリング・アプローチ』日科技連、2004年、 

￥2,800。その他、必要に応じて指示する。 

履修上の留意点 

 特になし。 

 

備考 
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

材料力学Ⅱ 選択 ４ ２ 邱 建輝 

授
業
の
目
標 

各種形状の部材、構造物の変形や強度の解析方法を学ぶことにより、材料の強度評価および機械

や構造物を安全に、かつ合理的に設計するための基礎力を養うことを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

 講義はテキストに基づき、高校で学んだ物理学と数学の知識でも容易に理解できるように行う。

また、材料力学をよく理解するには、適量な練習問題を自分で解いてみるのが大切であろう。 

 

１．梁の撓み 

 １）撓み曲線の微分方程式 

 ２）重ね合せ法 

 ３）平等強さの梁，横断面が変化する梁 

２．梁における不静定問題 

 １）不静定梁 

 ２）不静定ラーメン 

 ３）組合梁 

 ４）連続梁 

３．梁の剪断応力 

 １）梁の剪断応力 

 ２）剪断応力による梁の撓み 

４．曲り梁 

 １）曲り梁の応力 

 ２）曲り梁の撓み 

 ３）薄肉曲り梁 

 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

 レポートおよび定期試験の成績で評価する。 

 

テキスト・参考書等 

テキスト：中原一郎著『実践 材料力学』養賢堂 3,780円 

 

履修上の留意点 

 材料力学Ⅰを履修する必要がある。 

 

備考 
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

破壊力学 選択 ６ ２ 水野 衛 

授
業
の
目
標 

機械部品や構造物の破壊は、その機能が損なわれるだけでなく、時として多くの人命を奪うこと

もあり、機械・構造物の設計・保守を行う上で、その安全性・健全性を確保し保証することは技術

者にとって極めて重要な任務となる。この授業では、破壊力学の立場から材料の破壊現象とそのメ

カニズムを理解し、機械・構造物の設計・保守に応用することを目的とし、破壊現象に対する理論

的・定量的な取り扱い方を学ぶ。 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

【授業概要】 

破壊力学の立場から、機械・構造物を設計・保守するのに必要な機械材料の破壊現象に関連する

知識、理論、材料評価法を習得するため、実構造物の破壊事例、固体の変形と破壊のメカニズム、

材料の強度とその評価方法、破壊力学の基礎的理論とその応用方法について学習する。 

 

【授業内容】 

第０章 概 論 

破壊力学とは、歴史的背景（破壊事例の紹介）、工学的応用について 

第１章 固体の破壊 

破壊の分類、理想的破壊強度、理想的せん断強度、実材料の破壊特性 

第２章 材料の破壊 

破壊機構、延性破壊と脆性破壊、多軸応力と塑性拘束、時間依存性 

第３章 エネルギー開放率 

エネルギー平衡、エネルギー開放率、Griffithの式、き裂進展速度 

第４章 応力拡大係数 

き裂先端の応力場、応力拡大係数、重ね合わせの原理、エネルギー開放率との関係 

第５章 き裂先端の塑性域と開口変位 

塑性変形の機構、き裂先端の塑性域、き裂先端開口変位、応力状態と変形様式 

第６章 破壊靭性と破壊抵抗 

破壊靭性、安定破壊と不安定破壊、平面ひずみ破壊靭性、時間依存型き裂進展 

 

 

 

成績評価の方法 

 授業への出席状況、各章終了後授業中に行う演習、定期試験の点数を元に成績を評価する。 

 

テキスト・参考書等 

テキスト：小林英男『破壊力学』共立出版（定価：3,045円） 

参 考 書：岡村弘之『線形破壊力学入門』培風館（定価：3,675円） 

日本材料学会編『改訂 材料強度学』日本材料学会（定価：3,000円） 

履修上の留意点 

上記テキストに沿って授業を進めるので、受講者は各自テキストを購入し持参すること。 

授業中に行う演習用に関数電卓を持参すること。 

「機械材料学」､「材料力学」を十分習得していること。 

備考 
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

熱力学Ⅱ 選択 ４ ２ 日向野三雄 

授
業
の
目
標 

講義の前半では、熱力学Ⅰで学習した理想気体を基礎にして、水蒸気、冷媒、湿り空気など実在

気体の性質を、また後半では、熱工学分野で重要な伝熱工学・熱物性学の基礎を学習する。 

 これら基礎知識と講義中に解説する熱現象等の理解の仕方などを修得すれば、熱機関、伝熱機器

等を設計する際に必要な簡単な熱計算ができるようになる。 

 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

教科書を使用して以下の項目を順次、講義するが、内容次第で複数週に渡る場合がある。 

講義内容の理解を容易にするため、適時、下記の簡単な実演をして、レポート提出を求める。 

なお、前半の熱力学の講義終了時には随時試験を、また後半の伝熱工学・熱物性学の講義終了時

は定期試験を行う。 

  

熱力学 

  １．熱力学概論（熱力学Ⅰの復習を含む）・・・・・・ポリ袋熱気球 

２．実在気体（蒸気） 

   ２.１ 蒸気の性質と状態線図 ・・・・・・・・・・アルミ缶潰し 

   ２.２ 蒸気の状態式と状態変化 

  ３．水蒸気、冷媒および湿り空気の性質・・・・・・・水飲み鳥 

  ４．蒸気サイクル・・・・・・・・・・・・・・・・・ヘロンの蒸気タービン 

   

 伝熱工学・熱物性学 

  １．序論 

２．熱伝導と熱伝導率 

３．熱伝達と熱伝達率・・・・・・・・・・・・・・・ポリ袋熱気球 

４．熱放射の基礎と熱放射性質・・・・・・・・・・・ラジオメーター 

５．相変化伝熱（沸騰・凝縮、融解・凝固現象など） 

６．温度・熱流束・熱物性計測法 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

 随時試験および定期試験の成績で60％、レポートの成績で30％、その他で10％として総合評価する。

但し、随時試験と定期試験の両方を受けることが単位修得の必要条件である。 

テキスト・参考書等 

教科書１：谷下市松著､「工業熱力学(基礎編)」、裳華房・・・熱力学Ⅰで使用した教科書  

教科書２：日本機械学会発行、ＪＳＭＥテキストシリーズ、「伝熱工学」、丸善発売 

履修上の留意点 

 熱力学Ⅰ(必修)、物理学、数学を復習済のこと。 

 

備考 

 伝熱工学・熱物性学の講義は、この授業しかないので、履修を強く勧める。 
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

流体力学Ⅱ 選択 ６ ２ 須藤誠一 

授
業
の
目
標 

 近年の科学技術の進歩に伴い、流体力学は様々な学問分野との融合が進み、非常に広範囲にわ

たって学際的に発展している。そのため，流体力学Ⅰに引き続き、機械工学分野の技術者として必

要とされる基礎的な数学事項から多面的に展開されている流体力学としての基本的な考え方およ

び様々な関連学問分野にわたる基礎知識の習得を目標としている。 

 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

 「授業計画」 

第１週 航空宇宙工学概論 

第２週 翼形理論 

第３週 航空機の翼 

第４週 航空機の性能 

第５週 レオロジー 

第６週 連続体の変形 

第７週 非ニュートン流体 

第８週 プラズマ 

第９週 電磁気学の基礎 

第10週 電磁流体力学 

第11週 磁性流体と磁性流体力学 

第12週 機能性流体（ER流体・MR流体） 

第13週 生物流体力学 

第14週 生体流体力学 

第15週 まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

 出席状況、課題レポート、期末定期試験により総合的に評価する。 

 

テキスト・参考書等 

分野が多岐にわたるために特に指定しないが、授業中に適宜資料を配布する。 

 

履修上の留意点 

 講義日数の３分の１以上は出席し、真摯に受講することが大切である。 

 

備考 

 

 

 

２
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

エネルギシステム工学 選択 ７ ２ 須知成光 

授
業
の
目
標 

 太陽光、風力といった自然エネルギーから人間が利用しやすいエネルギー（主に電気エネル

ギー）への変換方法、また、変換システムの構築、運用にあたっての諸問題について幅広く理解す

るとともに、現在のエネルギー問題に対する認識を深め、現実の諸問題に対応できる力を養う。 

 

 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

 最近の環境問題と相まって、自然エネルギーを利用する発電方法に関する関心が高まっている。

本講義では、各種の自然エネルギーを利用した発電方法について概要を述べるとともに、実際にそ

れらがどのように利用されているのか、国のエネルギー政策における取扱いを含めた総合的観点か

ら解説を行う。また、風力発電、水力発電といった流体工学が密接に関係する発電方法については、

個々の理論的側面についても解説を行う。 

 

〈講義内容〉 

１．日本および世界のエネルギー事情 

２．自然エネルギー概要 

３．秋田周辺における自然エネルギー活用の現状 

４．太陽光発電 

５．風力発電 

６．水力発電 

７．バイオマス発電 

８．地熱発電 

９．潮力、波力発電 

10．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

 レポートの提出等により総合的に評価する。 

 

テキスト・参考書等 

参 考 書：「自然エネルギー利用学」清水幸丸 編著、パワー社 ￥3,400 

     「エネルギー2004」資源エネルギー庁（編）、エネルギーフォーラム ￥1,800 

履修上の留意点 

・講義においてわからない点などがあれば、できるだけその時間内に質問をして解決すること。 

・関連科目「流体力学Ⅰ、Ⅱ」「熱力学Ⅰ、Ⅱ」、「熱エネルギー変換工学」 

備考 
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

機械力学Ⅰ 必修 ４ ２ 御室哲志、高梨宏之 

授
業
の
目
標 

 機械システムに生じる振動現象などの動力学的挙動を理解するために、機械システムを質量やば

ね等の要素に置き換えて機械システムの運動を解析する方法を習得し、その運動特性について理解

する。特に本講義では、振動に関わる基礎的な専門用語と、物体の運動がただ一つの独立した座標

系で表せる１自由度系の振動について解析する方法（運動方程式の求め方とその解き方、固有振動

数の求め方）を習得し、その運動特性を理解する。 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

〈授業の概要〉 

振動に関わる基礎的な専門用語の解説を行う。また、１自由度系の振動について解析する方法

を、例題を示しながら詳細に説明するとともに、演習問題を通して習得する。さらに、自由振動と

強制振動の特性について解説を行う。 

 

〈授業の計画〉 

第１週：力学のまとめ（力とモーメント、つりあい、質点の運動） 

第２週：力学のまとめ（慣性モーメント、動力学、運動方程式、回転運動、エネルギー） 

第３週：振動の基礎（モデル化と要素、自由度） 

第４週：振動の基礎（等価ばね定数、調和振動） 

第５週：１自由度系の自由振動（直線振動の運動方程式） 

第６週：１自由度系の自由振動（回転振動の運動方程式、エネルギー法） 

第７週：１自由度系の自由振動（レーリー法、ニュートンの第２法則） 

第８週：１自由度系の自由振動（減衰振動）  

第９週：１自由度系の自由振動（まとめ） 

第10週：１自由度系の強制振動（１自由度系の一般解） 

第11週：１自由度系の強制振動（定常応答解析、共振） 

第12週：１自由度系の強制振動（粘性減衰系の場合） 

第13週：１自由度系の強制振動（振動絶縁、振動計） 

第14週：摩擦がある場合の振動 

第15週：定期試験 

 

 

成績評価の方法 

 定期試験60％、演習（小テスト）40％を基準とし、総合的に判断して評価する。 

 

テキスト・参考書等 

 テキスト：麻生和夫・谷順二・長南征二・林一夫 共著、『機械力学』朝倉書店 3,600円 

 参 考 書：近藤泰郎 編著・小林邦夫 著、『よくわかる機械力学』オーム社 2,400円（税別） 

履修上の留意点 

物理学ⅠとⅡを履修済みであることが望ましい。また、三角関数と微分の取り扱いについて習熟して

いることが望ましい。 

受講する前に教科書を読み、疑問点を整理すること。また、講義終了後には、講義内容を確認し、式

を自力で誘導できるように努力すること。さらに、疑問点があれば必ず質問すること 

備考 
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

知能機械製作学 必修 ２ ２ 呉 勇波 

授
業
の
目
標 

 人間はどうして文明をつくりえたか。人は２足歩行をするようになり、手で作業をすることがで

きるようになったからである。これは製造の立場からの主張である。我々の祖先は石器時代からい

ろいろな道具を考案し、進歩させてきた。そして、その技術を現在の精巧な工業製品を製作するま

でに発展させてきた。この講義では、最新の機械製作の概要を理解し、そのキーポイントを把握す

る。 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

 各項目ごとに数週間をかけ、講義とレポート発表／討論とで構成する。 

１．設計と製造 

  製造業において、商品がどのように企画され、設計が詳細化されるか、また、設計情報はどの

ように記述し、製造ライン（加工、組み立て、検査）へ伝達されるかなど、生産（設計と製造）

の流れを把握する。 

２．物づくりの方法１（工作機械とＮＣ化・知能化） 

  除去加工は、刃ものや砥石車などの工具を用いて、材料片の不要な部分を取り除き、機械部品

を製作する方法であり、このために様々な工作機械が用いられる。ここでは、工具と材料片との

相対運動により、工作法を分類し、また、この相対運動を高速／高精度で実現するためのＮＣ（数

値制御）化・知能化の手法を学ぶ。 

３．生産システム（ＦＡ、ＣＩＭ） 

  個々の加工機械、組み立て機械、検査機械があるだけでは生産は成り立たない。製品を製造す

るためこれらの機械が無駄なく有機的に働かなければならない。生産工場を人体に例えれば、

個々の機械は臓器に相当する。これらの臓器が協調して働くためには、神経系統が必要である。

生産工場の神経系統はどうなっているか。ＦＡ（Factory Automation）とは何か、ＣＩＭ（Computer 

Integrated Manufacturing）とは何か。 

４．物づくりの方法２（型込め／塑性加工） 

  材料の物理的科学的性質を利用して、所要の形状・寸法、特性をもった機械部品を製作する工

学を、機械製作学と言う。機械工作の方法は一般に、鋳造、塑性加工、除去加工、特殊加工に分

類される。ここでは、はじめの２者について概要を学び、そのキーポイントを把握する。 

 

 

 

成績評価の方法 

 期末の試験のほか、平常点（出席とレポート／発表など）を考慮して評価する。 

 

テキスト・参考書等 

 テキスト：臼井英治・松村隆『機械製作法要論』東京電機大学出版局 \3,100 

 参 考 書：小町弘・吉田裕亮『絵とき機械工学のやさしい知識』オーム社 \2,700 

       日本工作機械工業会編『やさしい工作機械の話－基礎編』、『同－ＮＣ工作機械編』、 

       川並高雄ほか『基礎塑性加工学』森北出版 \2,300 

履修上の留意点 

 

 

備考 
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

加工工学 選択 ４ ２ 呉 勇波 

授
業
の
目
標 

 物づくりにおいて、除去加工技術は非常に重要な位置を占めている。除去加工とは、バイトやフ

ライス、砥石など、切削工具による除去加工によって素材に所与の形状を付与する技術であり、機

械製造技術の基幹技術である。本講義では、除去加工及び工作機械の基礎、さらに先端的な加工法

としての遊離砥粒法による超精密加工や電気化学的加工などについて講義し、加工技術における諸

問題に対応できる能力を養成する。 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

 「知能機械製作学」で履修した各種加工方法の中の除去加工法を重点に置き、加工機構、加工現

象について考察する。加工された製品の品質の評価方法についても学習する。 

 

１．除去加工法の概要…種類と特質… 

２．工作機械の種類と機能 

３．切削工具の定義と名称、工具材料 

４．切削理論 

５．研削加工の特質 

６．研削砥石、研削理論 

７．加工面の幾何学的性状（表面粗さ）、加工変質層 

８．遊離砥粒法：ラッピング加工、超音波加工、バレル仕上げ、噴射加工 

９．放電加工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

 受講態度（レポート提出と出席）、および定期試験結果をもとに総合的に評価する。 

 

テキスト・参考書等 

テキスト：パワーポイント、板書と配布プリントを兼用 

参 考 書：①津和秀夫著 機械加工学（養賢堂） 3,400円 

     ②中島利勝、鳴瀧則彦著 機械加工学（コロナ社） 2,800円 

     ③日本機械学会編 生産加工の原理（日刊工業新聞社） 2,200円 

履修上の留意点 

 知能機械製作学を履修しておくことが望ましい。 

 

備考 

 

 

 

２
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

生産システム工学 選択 ６ ２ 林 偉民 

授
業

の
目

標
 

人類の平和で豊かな生活を物質的な側面で保障するためには、21世紀の生産はどのようにならな

ければならないのか。良い製品を早くまた安く生産するにはどのような技術・設備と情報が必要か。

地球環境を保全しながら、生産活動を行うにはどんな配慮が必要か。このような問題意識をもって、

製造工場の業務と技術とを学び、生産システムの概要を理解する。 

 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

企業における生産活動は如何にシステム化されているか。そのために必要の要素は何であるかに

ついて理解することを目標とし、テキストを土台にして、最新資料･事例を取り入れながら以下の

項目について講義する。 

 

１．生産システムの基本概念 

２．設計の考え方とその目標 

３．設計手法と最適設計 

４．工程設計および加工方法の選択 

５．工程設計方法 

６．作業設計概論 

７．生産管理概論 

８．トヨタ生産方式 

９．生産設備概論 

10．生産システム中の物流管理 

11．生産システムにおける品質保全 

12．品質管理の具体的な手法 

13．生産システムのIT化 

14．生産システムと国際社会･環境との共存性 

 

 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

 出席状況（２/３未満は対象外）、レポート（40%）、および期末試験（60%）の点数を総合判断して評

価する。 

テキスト・参考書等 

テキスト：岩田一明、中沢 弘 共著『生産工学』（コロナ社）、Ａ５、197頁、￥2,625円（税込）。

 参 考 書：講義中に適宜指示する。 

履修上の留意点 

今までに履修した設計製図、機械知能材料、知能機械製作学、加工工学などを基礎にして、ものつく

りプロセスを体系化に紹介するため、前述の各科目の履修が望ましい。 

備考 

講義中、必要に応じてビデオを用いて説明する。 
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

コンピュータ援用設計学 必修 ４ ２ 小林淳一 

授
業

の
目

標
 

本科目では「設計とは何か」を主テーマに機械設計を幅広く講義する。設計とは人間が本来持っ

ている創造活動の一つであり、目的を定めそれを具体的人工物に創り上げていくプロセスのことで

ある。このことを理解するために、設計の歴史、対象となる人工物の進化、製品ライフサイクルに

おける設計の果たす役割などを、事例を含めて説明する。また後半では設計におけるコンピュータ

利用を示し、コンピュータを使うメリット、注意点を明らかにする。 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

講義の概要 

 

１．機械設計概論 

   機械設計とは何かの全体像を理解する 

２．人工物設計の歴史、および人工物の進化 

   設計はその時代の背景や当時の技術を色濃く反映している 

３．製品ライフサイクル 

  製品ライフサイクルの中で設計の果たす役割を理解する  

４．工業製品の設計課程 

設計課程をさらに細かく理解する 

５．コンピュータの利用 

  最新の事例を紹介 

６．いろいろな設計 

  設計におけるトレードオフ、安全性設計、設計評価法を理解する 

７．設計図面 

  図の描き方を理解する 

８．設計のケース・スタディー 

  産業機械（ポンプ）、ハードディスク、マイクロマシンなど 

９．まとめ 

  設計技術者の心構え 

10．特別講義（外部講師） 

 

 

成績評価の方法 

 試験、レポート 

 

テキスト・参考書等 

テキスト：『現代機械設計学』日置進他（内田老鶴圃2002） 

参 考 書：『機械設計』(東京大学出版会 1995)、『機械設計の基礎』(日新出版 1989)、       

“Mechanical Design” (Springer 1995)、『材料工学入門』(内田老鶴圃1991) 

履修上の留意点 

本科目の講義は第４、５セメスターで平行して行う設計製図Ⅰ、Ⅱと密接に関係する。第６セメス

ターで行う機械知能システム学演習Ⅱはコンピュータ援用設計の演習であるので、この科目の単位の

修得が必要である。 

備考 

 

 

 

２
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

CAD/CAM 選択 ６ ２ 佐藤俊之 

授
業
の
目
標 

現代の設計や生産あるいは解析に必要不可欠な、コンピュータを利用した（１）高精度・効率的

な設計技術（Computer-Aided Design；CAD）､（２）機能や性能検討のためのシミュレーション技術 

（Computer-Aided Engineering; CAE）､（３）省力化された製造技術（Computer-Aided Manufacturing； 

CAM）を構成する基礎技術を学びそれらの基本原理を理解することを目標とする。 

 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

CAD/CAM/CAEシステムの核となるコンピュータの仕組み、CAD/CAM/CAEシステムを構成するハード

ウェアおよびソフトウェア、設計対象を画面に表示するコンピュータ・グラフィックス技術、コン

ピュータ内部で形状を取り扱うためのモデリング技術、NC工作機械やロボットなどに関する基礎技

術について講義する。コンピュータの使用が必須のレポートを課すので、コンピュータの操作や計

算用ソフトウェアの使用法について慣れておくこと。 

 

１．CAD/CAM/CAEシステムの概説 

●CAD、CAMおよびCAEの定義と発展の歴史（２コマ） 

２．CAD/CAM/CAEシステムのハードウェア 

●コンピュータの基本とCAD/CAM/CAEシステム（３コマ） 

３．CAD/CAM/CAEシステムのソフトウェア 

●CAD/CAM/CAEソフトウェアの機能と分類（２コマ） 

４．コンピュータ・グラフィックスの基礎 

●図形の発生と変換（２コマ） 

●投影と隠面処理（１コマ） 

５．形状モデリング 

●サーフェスモデルとソリッドモデリング（１コマ） 

●自由曲線・自由曲面のモデリング（１コマ） 

６．CAM技術 

●NC工作機械とロボット（２コマ） 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

 複数回のレポートを課しそれらの平均点で評価するが、出席状況も勘案する（無断で３回以上欠席し

た場合は単位を与えない；遅刻や欠席は１回当たり評点から10点減点する）。 

テキスト・参考書等 

安田仁彦『CAD/CAM/CAE入門』、オーム社、2,730円 

 

履修上の留意点 

 座席を指定制とするので指示に従って座ること。また、講義時間中に許可なく退出することは認めな

い（退出した場合は単位を与えない）。 

備考 

教科書を持っていないあるいはノートを取っていない学生には単位を与えないので注意すること。 
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

制御工学Ⅰ 必修 ４ ２ 佐藤俊之 

授
業
の
目
標 

 身の回りには、メカトロニクス機器をはじめとして、“制御”と深く関わっている製品が多い。

制御工学Ⅰでは、制御を学ぶにあたり必要な数学および古典制御の基礎を理解し、実際の制御系解

析や制御系設計に必要となる基礎的技法を修得することを目標とする。 

 

 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

制御理論の基礎である古典制御論のうち、制御工学Ⅰでは伝達関数とその性質を中心に講義をお

こなう。講義は教科書に従って進める。教科書の内容に関して説明したのち、受講学生に演習やレ

ポートを課すことで理解度を深める。演習では学生に担当問題を割り当て、それに対する解法や答

えを発表してもらうことで、論理的に説明する能力も涵養する。なお、ラプラス変換の知識を必要

とするので、受講学生は並行して応用数学Ⅱを必ず履修すること。 

 

講義内容は以下の通りである。 

 

１．制御工学の概要と制御工学の数学 

● 制御工学の概要（１コマ） 

● 複素数とラプラス変換（１コマ） 

 

２．ブロック線図と基本要素の伝達関数 

● ブロック線図と等価変換（３コマ） 

● 基本要素とその特性（３コマ） 

 

３．過渡応答と周波数応答 

● 過渡応答と速応性（３コマ） 

● 周波数応答（３コマ） 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

定期試験とレポートの成績から評価するが、演習の遂行状況と出席状況も勘案する（問題を解かない

場合や無断で３回以上欠席した場合は単位を与えない；発表遅延や遅刻・欠席は1回あたり評点から10

点減点する）。 

テキスト・参考書等 

テキスト：小林 伸明「基礎制御工学（情報・電子入門シリーズ）」共立出版 2,625円 

参考書に関しては図書館に種々の本があるので、わかりやすいと思う本を各自調べること。 

履修上の留意点 

座席を指制とするので指示に従って座ること。また、講義時間中に許可無く退出することは認めな

い（退出した場合は単位を与えない）。また関数電卓を持参のこと。 

備考 

教科書を持っていないあるいはノートを取っていない学生には単位を与えないので注意すること。

また、受講状況が極度に悪い場合には本・再試験受験資格を与えないことがある。 
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

メカトロニクス 選択 ６ ２ 齋藤直樹 

授
業
の
目
標 

メカトロニクス機器が効率的に機能を発揮するためには、骨組みである機械要素、および頭脳と

しての電子回路やソフトウェアがそれぞれに高性能であること以上に、それらの構成要素のシステ

ム内でのバランスが重要である。この講義ではメカトロニクス機器に関して具体例を挙げ、その機

器において材料力学、制御工学、電子工学、計算機工学等の知識がいかに導入され組み合わされて

いるかを理解することで、メカトロニクス機器の構成の一般とそのシステムとしての設計法を理解

することを目的とする。 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

本講義でははじめに、メカトロニクス機器の特性を大きく左右するセンサとアクチュエータにつ

いて解説する。その後、具体例としてロボットアームを取り上げ、設計、制御方法について解説す

る。 

 

  １．メカトロニクスの定義 

  ２．センサ 

    ２－１．回転角センサ 

    ２－２．変位センサ 

    ２－３．力センサ 

  ３．アクチュエータ 

    ３－１．電動アクチュエータ 

    ３－２．空気圧アクチュエータ 

    ３－３．油圧アクチュエータ 

  ４．ロボットアーム 

    ４－１．アームのモデル化と解析 

    ４－２．システムの構成 

    ４－３．駆動制御法 

    ４－４．システムの応答と評価 

 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

定期試験、出席状況、演習課題により総合的に評価する。 

 

テキスト・参考書等 

講義で配布するプリントを使用する。 

参 考 書：米田完、大隅久、坪内孝司『ここが知りたいロボット創造設計』講談社 ￥3,500 

履修上の留意点 

 関連科目（材料力学、機械力学、制御工学、計測工学）の内容を理解しておくことが望ましい。 

 

備考 
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

応用数学Ⅰ 必修 ４ ２ 佐藤 明 

授
業
の
目
標 

複素関数は流体力学を初め、振動工学など多方面の分野に非常によく現れる関数である。複素関

数を用いることで、数学的な処理が非常に簡潔に明確な形で行えることが少なくない。偏微分方程

式は、物理現象を記述する支配方程式として、工学のほぼ全領域で現れる非常に重要な方程式であ

る。以上、物理現象の解析的ならびに数値的なアプローチに欠かすことができない重要な概念であ

る複素解析と偏微分方程式の基礎を学習する。 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

１．複素数の関数 

１．１ 複素数、ｎ乗根 

１．２ 数列・級数・極限 

１．３ 複素変数の関数 

２．正則関数 

２．１ コーシー・リーマンの方程式 

２．２ 基本的な正則関数、逆関数 

３．複素関数の積分 

３．１ 複素数の関数の積分 

３．２ コーシーの定理 

３．３ コーシーの積分表示 

４．展開・特異点・留数 

４．１ べき級数    

４．２ テイラー展開・ローラン展開 

４．３ 留数 

４．４ 留数の応用 

５．偏微分方程式 

５．１ 線形性と解の重ね合わせの原理 

５．２ ２階線形偏微分方程式、変数分離法 

 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

定期試験60％、レポート40％を基本とする。 

 

テキスト・参考書等 

テキスト：矢野健太郎・石原 繁共著「解析学概論（新版)」、掌華房、￥2,625円。 

参 考 書：渋谷仙吉・内田伏一共著「偏微分方程式」、掌華房、 \1,890円。 

履修上の留意点 

 工業数学を履修していることが望ましい。 

 

備考 

 

 

 

２
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

応用数学Ⅱ 選択 ４ ２ 邱 建輝 

授
業
の
目
標 

工学系に現れる現象を解明するには、さらに進んだ解析学の知識が必要である。ここで、工学に

応用される重要な数学の分野であるフーリエ解析とラプラス変換の基礎知識を学び、工学への応用

を理解し、基本的な解析能力を習得することを目標とする。 

 

 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

１．フーリエ級数 

  フーリエ級数、フーリエ級数の性質 

 

２．フーリエ積分 

  フーリエ積分、フーリエ積分の性質 

 

３．境界値問題 

  偏微分方程式の解法、境界条件 

 

４．ラプラス変換 

  ラプラス変換、ラプラス変換の収束、ラプラス変換の性質、ラプラスの逆変換 

  定数係数線形微分方程式の解法、単位関数・デジタル関数、単位関数とデルタ関数の応用 

 

５．直交関数系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

 レポートおよび定期試験の成績で評価する。 

 

テキスト・参考書等 

テキスト：矢野健太郎・石原 繁共著『解析学概論（新版）』裳華房、2,500円。 

 

履修上の留意点 

 

 

備考 
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

数値計算 選択 ６ ２ 佐藤俊之 

授
業
の
目
標 

 応用数学により定式化された問題を数値解析する場合の種々の計算手法について学ぶ。工学系で

頻繁に使われる基礎的な数値計算法の修得を目的とする。 

 

 

 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

講義はコンピュータを実際に使用した実習形式でおこなう。受講学生に演習やレポートを課すこ

とで理解度を深める。なお、使用するソフトウェアのライセンス数の制限により、受講者数が多い

場合は、１台のコンピュータを複数名で使用することもある。 

 

講義内容は以下の通りである。 

 

● 方程式の解法（ニュートン法とはさみうち法）（２コマ） 

● 行列問題の解法（行列の計算、行列式、逆行列、固有値、固有ベクトル、べき乗法）（２コマ）

● 連立方程式の解法（ガウス・ジョルダンの消去法、ガウス・ザイデルの反復法）（２コマ） 

● 多項式による補間と関数近似（ラグランジュの補間法、最小二乗法）（２コマ） 

● 数値積分法（台形公式、シンプソン法）（３コマ） 

● 常微分方程式の解法（ルンゲ・クッタ法）（３コマ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

 レポートの成績から評価するが、演習の遂行状況と出席状況も勘案する（問題を解かない場合や無断

で３回以上欠席した場合は単位を与えない；発表遅延や遅刻・欠席は1回あたり評点から10点減点する）。

テキスト・参考書等 

授業毎にプリントを配布する。 

 

履修上の留意点 

座席を指定制とするので指示に従って座ること。また、講義時間中に許可なく退出することは認めな

い（退出した場合は単位を与えない）。 

備考 

 

 

 

２
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

数値シミュレーション法 選択 ４ ２ 伊藤 伸 

授
業
の
目
標 

様々な現象の解析、様々な機械の設計・性能改善などのために、コンピュータを用いた数値シミュ

レーションが行われ、現象の理解と最適な設計に役立てられている。その計算に用いられる方法と

しては有限要素法、差分法などの方法がある。そこで本講義では、有限要素法と差分法に焦点を絞

り、それらの基礎的事項を習得することを目標とする。 

 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

 有限要素法と差分法に関わる基礎的な専門用語の解説を行う。また、有限要素法と差分法の解析

手法の基礎ならびに解析する方法を、例題を示しながら詳細に説明するとともに、演習問題を通し

て習得する。なお、本講義ではコンピュータを用いた演習は行わない。 

 

 講義において、以下の項目を取り扱う。 

 

有限要素法 

ブラックボックスとしての有限要素法 

剛性マトリックスの概念 

弾性体の支配方程式の基礎（有限要素法による弾性応力解析の基礎式） 

マトリックス法による骨組構造解析 

２次元有限要素法 

 

差分法 

テイラー展開に基づく差分式の誘導 

差分法を用いた解析の例（境界値問題・初期値問題） 

 

 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

 演習（小テスト）などを総合的に判断して評価する。 

 

テキスト・参考書等 

テキスト：三好俊郎『有限要素法入門』培風館 2,910円（税別） 

 参 考 書：日本機械学会編『流れの数値シミュレーション』コロナ社 3,600円（税別） 

履修上の留意点 

 線形代数学、材料力学Ⅰを履修していることが望ましい。特に、行列・ベクトルを扱うので、各自で

復習しておくこと。 

受講する前に教科書や参考書を読み、疑問点を整理すること。また、講義終了後には、講義内容を確

認し、式を自力で誘導できるように努力すること。さらに、疑問点があれば必ず質問すること。 

備考 

 本講義で扱う内容は、機械知能システム学演習Ⅱの一部の内容に関連がある。 
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

機械知能システム学特別講義 選択 ６ ２ 
機械知能システム学科全教員 

（係：学科長） 

授
業
の
目
標 

 機械工学の各教育分野で話題となっている先端的な、あるいはトピックス的な課題について学習

する。このことによって、学生各自が各課題に対するまとめ方、プレゼンテーションの仕方などを

学習することを目標とする。同時に卒業研究を行なうにあたってのアプローチの方法などについて

も学ぶ。具体的には本学科の９講座が担当し、学外の専門家（非常勤講師）の講義も予定する。 

 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

１．材料力学に関する研究動向と将来の展望 

２．新しい知能材料の研究開発と将来の展望 

３．熱工学に関する研究動向と将来の展望 

４．流体システム工学に関する研究動向と将来の展望 

５．コンピュータシミュレーションに関する研究動向と将来の展望 

６．新しい生産システムの研究開発と将来の展望 

７．マイクロマシンの研究開発と将来の展望 

８．デジタル制御の研究動向と将来の展望 

９．ロボットの研究開発と将来の展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

与えられた課題に対するレポートなどと出席状況を含めて総合的に評価する。 

 

テキスト・参考書等 

特にテキストは使用しないが、参考文献、プリントなどを配布することがある。 

 

履修上の留意点 

 

 

備考 

 機械工学最先端の現状を知ることが出来るので、勉学の指針を得る上でも、卒業後の進路を考える上

でも有益である。 
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

電磁気学Ⅱ 必修 ４ ２ 笠井雅夫、佐藤宗純 

授
業
の
目
標 

電磁気学は、電気、通信、電子、情報のすべての分野において基本となるものである。電磁気学

Ⅰで履修した知識をもとに電磁気学において、もっとも重要なマクスウェルの方程式が理解できる

ようにする。 

 

 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

最初に磁性について述べる。さらに磁界と電流の相互作用を定性的かつ定量的に講義し、電磁気

学において、もっとも重要なマクスウェルの方程式およびその応用について講義する。 

 

〈講義内容〉 

１．物質の磁性 

 （磁石と磁界、磁気分極、等価磁殻、磁化） 

２．電磁誘導 

 （ファラデーの法則、速度起電力、インダクタンス、コイルの磁気エネルギー） 

３．マクスウェルの方程式 

 （変位電流、マクスウェルの方程式） 

４．電磁波 

 （波動方程式、平面波、ポインティングの定理） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

 定期試験の結果から評価する。 

 

テキスト・参考書等 

テキスト：奥澤隆志 「電磁気学」 近代科学社 

 

履修上の留意点 

 ①講義前に、必ずテキストを一読すること。 

 ②出題されたレポート／演習については、解く努力をすること。この際、友人とのディスカッション、

教員への質問は、何ら問題がないが、丸写しはしないこと。 

備考 

 テキストにしたがって、重要な項目にしぼって講義を行う。 

 再試験のための補講は原則的に実施しないので、常日頃から講義内容の理解に務めること。 
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

電気回路学Ⅱ 必修 ２ ２ 徐  粒、戸花照雄 

授
業
の
目
標 

電気回路学Ⅰでは簡単な直流回路や交流回路の電流や電圧の求め方の基礎を修得したが、本講義

では電気回路学Ⅰで得た知識をもとにより複雑で高度な回路網の特性解析を可能とするための各

種定理や応用について修得する。 

 

〈到達目標〉 

（１）直列・並列共振回路を理解し、共振周波数、Ｑなどの共振特性を求めることができる。 

（２）複素表示のまま回路の電力を計算することができる。 

（３）変成器の取り扱いを理解し、基礎的な問題を解くことができる。 

（４）閉路方程式、節点方程式を導くことができ、基礎的な問題を解くことができる。 

（５）回路の２端子対パラメータを導くことができ、応用問題を解くことができる。 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

〈授業概要〉 

 電気回路学Ⅰの知識を前提としているため、まず電気回路学Ⅰを復習する。つぎに、多くの応用

がある重要な回路として共振回路や相互誘導回路（トランス）を取り上げその特性を説明する。ま

た、知っておくと便利な定理や回路の評価法について説明する。電子回路の表現に便利な２端子対

回路についても説明する。講義では、具体例を多数あげて解き方を詳細に説明する。 

 

〈授業計画〉 

１．電気回路学Ⅰの復習 

２．共振回路：直列・並列共振回路とその特性、Ｑ 

３．交流回路の電力：複素電力、最大電力 

４．相互誘導回路：トランス 

５．各種定理：重ね合わせの理、テブナンの定理、ノートンの定理 

６．回路網方程式：閉路電流法、節点電圧法 

７．２端子対回路：２端子対回路とその表現、縦続接続 

８．フェーザ軌跡：逆図形、フェーザ軌跡 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

・定期試験の受験資格：原則として授業回数（補習を含む）の２／３以上の出席 

・成績評価：定期試験：70％、演習およびレポート：30％、遅刻・欠席: 減点 

テキスト・参考書等 

・テキスト：伊佐 弘 他著「基礎電気回路」森北出版 

・参 考 書：電気学会大学講座「回路理論基礎」オーム社、斎藤制海他「入門電気回路」朝倉書店 

履修上の留意点 

・第１回目の講義までに電気回路学Ⅰの復習をしておくこと。 

・他は電気回路学Ⅰと同じ。 

備考 
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

パワーエレクトロニクス 選択 ６ ２ 穴澤義久 

授
業
の
目
標 

 電力用半導体素子を用いて電力を変換し制御する技術・学問分野はパワーエレクトロニクスと呼

ばれている。歴史の長い電力・エネルギー変換の分野にあってもっとも新しい技術であり、身近な

電化製品や交通機関等にもその応用例を数多く見ることができる。 

 本講義では、パワーエレクトロニクスの基礎および応用について学ぶ。 

 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

１．パワーエレクトロニクス概説 

２．電力用半導体素子 

  ダイオード、サイリスタ、ＧＴＯ、パワートランジスタ等の特性 

３．整流回路Ⅰ 

  基本整流回路、純抵抗負荷の場合における位相制御時の直流出力電圧 

４．整流回路Ⅱ 

  誘導負荷時の整流回路の動作と平滑用リアクトルの作用 

５．整流回路Ⅲ 

  交流側のひずみ率と力率、交流条件と直流偏磁 

  他励式逆変換回路 

６．直流チョッパ 

  降圧形チョッパ、昇圧形チョッパ、昇降圧形チョッパ 

７．インバータⅠ 

  インバータの原理、電圧形および電流形インバータの回路構成、出力電圧の調整 

８．インバータⅡ 

  ＰＷＭ方式による出力電圧の改善と出力電圧の調整 

  三相インバータ 

９．ＡＣ－ＡＣ変換回路 

  交流電圧調整回路、無効電力調整、サイクロコンバータ 

 

 

 

 

 

 

成績評価の方法 

 定期試験80％、レポート20％の結果より総合的に評価する。 

 

テキスト・参考書等 

テキスト：片岡昭雄著『パワーエレクトロニクス入門』森北出版 \2,310 

 

履修上の留意点 

 過渡現象論：Ｒ－Ｌ直列回路の過渡現象をよく理解しておくこと。 

 工 業 数 学：フーリエ級数をよく理解しておくこと。 

備考 

 

 

 

２
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授業科目名 必修・選択 開講ｾﾒｽﾀｰ 単位数 担当教員名 

システム制御工学 選択 ６ ２ 徐  粒 

授
業
の
目
標 

 制御とは、ある目的に適合するように、対象となっているものに所要の操作を加えることと定義

されている。システム制御工学は、機械システム、電気システム、化学システム、経済システム、

社会システムなどあらゆる対象システムの制御に共通に適用できる一般的な方法論である。本講義

では、１入力１出力の線形システムをその外部入出力特性でとらえ、主に周波数領域の方法を利用

している古典制御理論を中心に、システム制御のための解析・設計の基礎理論を習得する。 

 

 

 

授

業

の

概

要

・

計

画 

 

 

 

 システム制御の解析と設計の基礎理論を習得するために、システムの微分方程式表現、伝達関数

表現、周波数特性、安定性などの基本的事項、およびフィードバック制御系の基本概念と構成につ

いて講義する。さらに、制御系の解析と設計の方法と具体的な手順について解説する。 

授業計画： 

 １．システムの特性と制御 

   （システムと自動制御とは、制御系の構成と分類、因果性、時不変性、線形性等） 

 ２．ラプラス変換と微分方程式 

   （ラプラス変換と逆ラプラス変換の定義、性質、計算、ラプラス変換による微分方程式の求

解） 

 ３．伝達関数 

   （伝達関数によるシステムの表現、基本要素の伝達関数導出、ブロック線図による簡略化）

 ４．フィードバック制御の基礎 

   （フィードバック制御系の伝達関数と特性、定常特性とその計算、過渡特性、インパルス応

答とステップ応答の計算） 

 ５．周波数応答 

   （周波数応答の概念、ベクトル軌跡、ボード線図） 

 ６．フィードバック制御系の安定性と過渡特性 

   （安定性の定義、ラウスとフルビッツの安定性判別法、制御系の安定度、閉ループ系共振値

Ｍｐと過渡特性との関連等） 

 ７．周波数応答によるフィードバック制御系の特性設計 

   （制御系設計と特性補償の概念、ゲイン補償、直列補償、遅れ補償と進み補償等） 

 

 

 

 

成績評価の方法 

・定期試験の受験資格：原則として授業回数の２／３以上の出席が必要 

・成績評価：宿題・レポート：30％、定期試験：70％、遅刻・欠席：減点 

テキスト・参考書等 

テキスト：斉藤制海、徐粒『制御工学』森北出版社  

参 考 書：中野道雄、美多 勉『制御基礎理論－古典から現代まで』昭晃堂 

履修上の留意点 

 ・講義内容全体をシステマティックに理解するために、遅刻・無断欠席しないこと。 

・多項式と多項式の因子分解、複素数、微分方程式の基礎知識を復習しておくこと。 

備考 
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